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息消学

学
界
消
息

史
学
研
究
会
関
係

史
掌
研
究
会
特
別
例
会
　
七
月
二
臼
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
交
学
部
繁
一
教
室

　
詳
緬
は
本
誌
一
七
二
頁
以
下
に
掲
載

　
　
　
　
国
　
臭
　
関
　
係

読
史
会
春
季
大
会
　
七
月
三
日
（
質
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
楽
友
会
館
講
演
室

　
若
狭
早
瀬
浦
歩
行
商
入
に
つ
い
て
今
井
美
智
子

文
政
六
年
の
国
訴
に
つ
い
て
　
　
　
朝
尾

申
世
宋
期
の
鞘
測
庄
に
つ
い
て
　
　
熱
田

神
宮
経
済
の
基
盤
と
そ
の
変
質
　
　
村
井

畿
内
庄
園
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
　
平
岡

近
世
瀬
戸
内
塩
田
開
銀
の
諸
問
題
　
河
手

大
和
王
籠
寺
の
祠
堂
銀
貸
付
に
つ
い
て

籠定康　直
海海彦公弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
恵
美
男

　
禅
婦
小
夜
衣
に
つ
い
て
　
　
　
　
船
津
勝
雄

　
萌
治
前
期
の
労
働
運
動
　
　
　
　
　
山
本
　
四
郎

会
の
終
了
後
、
楽
友
会
館
パ
ー
ラ
ー
に
て
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
多
数
参
会
し
、
和
気
握
々
の
う
ち
に
聞
閉
会
、

し
た
。

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

京
都
大
学
大
学
院
懇
談
会

毯
一
時

　
後
漢
江
潅
の
水
稲
技
術

七
月
八
日
（
金
）
午
後
一
時

　
漢
代
の
地
方
灰
化

　
　
　
　
地
理
学
闘
係

紀
ノ
川
・
吉
野
現
流
域
総
合
調
査

七
月
十
六
日
（
土
）
午

　
　
錬
列
館
演
習
室

　
　
　
　
米
田
賢
次
郎

法
論
第
五
激
皆

労
　
　
　
幹

櫛
田
川
⊥
q
野
川
一
紀
ノ
川
構
造
谷
の
交
通
系
を

基
本
課
題
と
す
る
歴
史
地
理
学
的
総
合
調
査
は
、

昨
年
の
櫛
田
患
調
査
に
ひ
き
つ
づ
き
、
八
月
二
十

二
t
五
日
に
わ
た
り
紀
ノ
川
・
吉
野
川
流
域
に
京

都
大
学
教
室
員
を
中
心
に
約
三
ヤ
名
の
メ
ソ
パ
ー

で
展
開
さ
れ
た
。
参
加
者
は
京
都
大
学
織
田
・
藤

岡
両
教
授
を
チ
ー
フ
と
し
、
奈
畏
女
子
大
・
京
都

学
識
蛍
大
。
和
歌
山
大
・
立
命
館
大
に
も
及
び
、
交

通
・
人
口
・
集
落
・
農
林
業
・
工
業
・
社
会
の
各

分
野
に
わ
た
り
、
古
文
書
等
の
文
献
探
訪
や
聴
取

調
謹
・
野
外
踏
査
に
多
大
の
収
穫
を
あ
げ
え
た
。

　
　
　
考
古
学
関
係

「
支
那
古
玉
図
録
」
の
発
刊

今
般
「
渚
古
掌
資
料
欝
欝
…
第
四
難
し
と
し
て
、
梅

原
教
授
の
編
纂
に
よ
る
右
記
の
図
録
が
刊
行
さ
れ

た
。

田
編
集
後
記
川
…
…

隔
月
刊
実
施
以
来
ニ
ケ
年
、
こ
こ
に
共
問
体
瞬
集

と
し
て
、
諸
氏
の
王
稿
を
あ
つ
め
ご
○
○
百
ハ
の
大
冊

を
お
送
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
婁
び
に
た
え
な

い
。
時
代
区
分
・
地
域
区
分
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
共

に
薪
し
い
試
み
と
し
て
大
い
に
御
批
判
を
お
き
か
せ

顯
…
い
慶
い
。
　
と
に
も
角
に
も
…
順
調
な
刊
行
が
進
む
中

で
、
編
集
部
で
は
は
や
来
年
の
特
集
プ
ラ
ン
を
考
え

て
い
る
。
お
智
慧
を
お
か
し
下
さ
れ
ば
幸
甚
で
あ

る
。
さ
て
次
の
三
々
の
．
願
い
は
、
諸
賢
の
多
数
の
御

来
会
に
よ
っ
て
大
会
を
最
も
煮
義
あ
る
も
の
た
ら
し

め
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
上
横
手
）

　
〔
お
知
ら
せ
〕
　
会
員
に
ぱ
本
号
を
薗
円
で
お
頒

　
　
右
し
ま
し
た
。

一
瞥
羅
h
腿
四
顧
　
二
郎
董
＝
一
＋
円

　
由
氏
　
　
　
林
　
　
（
策
三
八
巻
　
　
第
六
号
）

　
　
　
京
都
衛
左
京
医
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
丈
学
部
内

発
行
所
　
　
奥
　
　
学
　
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
郡
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
鄭
長
　
　
原
　
随
園

　
　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
棄
町
三
九

食
管
所
　
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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キタイ氏族鋼の起源と1・一テミズム（愛宕）

か
。
二
分
体
綴
は
い
か
に
発
展
し
、
部
族
の
緒
成
は
い
か
に
し
て
実

現
し
た
か
。
等
た
の
問
題
が
ま
だ
未
解
決
の
ま
ま
由
回
し
て
い
る
。

階
唐
時
代
の
キ
タ
イ
社
会
史
は
、
か
か
る
観
点
か
ら
そ
の
古
代
篇
の

本
論
と
し
て
当
然
稿
を
改
め
て
論
述
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

・
つ
。

①
｝
嵐
。
悉
g
ρ
o
p
ぐ
￥
ご
塁
。
一
§
い
9
轟
。
諺
℃
ざ
い
し
、
。
お
慧
ぎ
凱
鼠

　
匂
α
o
O
【
巳
O
o
プ
o
N
一
転
℃
ユ
ヨ
三
h
も
陰
簿
創
9
口
ψ
H
、
○
「
圃
O
宰
捗
算
勘
O
簡
O
罫
0
7
H
H

②
H
三
麟

③
ノ
＜
」
認
く
興
ψ
こ
H
ご
哉

④
¢
ご
琶
・
魯
ξ
H
三
9

⑤
遼
史
三
二
、
営
衛
憲

⑥
≦
」
窺
ぐ
。
門
い
◆
し
銘
q
・

⑦
国
・
u
巨
魯
魚
昌
ご
峯
笛

…
三
〇
・
八
・
二
四
稿
了
i

曾
我
部
静
雄
「
そ
の
後
の
課
役
の
解
釈
問
題
」
　
（
本
誌
三
八
ノ
四
所
載
）

養
亘
行

t，　36　23　，i　31tl　〈t2　lt　3S　tt

〃下下上〃〃上下〃下
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尾ニーナ九六四四凶八

馬

素

免
ず
、
）

雑
徳
と
す
る
か
ら

鼠
算
上
の

言
忌
の
課
は

疏
義

騒
使
さ
る

「
と
説
賜
し
」
か
ら
改
行

む
　
む
　
む

租
税
租

陶
の
制
度
に

璽
憲
将
軍

免
ず
。
）

雑
樒
と
あ
る
か
ら

漕
律
令
上
の

課
調
の
調
は

疏
議

駆
使
さ
る

む
　
　
　
り

租
税
租

晴
初
の
制
度
に

澱
趨
将
軍
　
　
…
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五
、
三

厩闘口

　
以
上
私
は
「
形
成
期
の
土
地
共
同
体
」
と
題
し
、
申
世
初
期
を
舞

台
と
し
て
こ
の
劃
期
に
み
ら
れ
る
共
同
体
の
変
貌
を
示
そ
う
と
試
み

た
。
共
同
体
の
変
革
を
通
じ
て
、
当
時
の
政
治
」
経
済
的
変
化
に
一

つ
の
照
明
を
与
え
よ
う
と
試
み
た
の
で
み
る
。
ま
こ
と
に
こ
の
時
期

の
共
同
体
は
、
偉
大
な
社
会
革
命
を
内
包
し
て
い
た
の
ぞ
あ
る
。
し

か
・
も
そ
の
運
動
は
、
あ
く
ま
で
家
共
同
体
そ
れ
自
休
の
磨
已
発
展
ぞ

あ
っ
た
。
そ
れ
が
他
な
ら
ぬ
土
地
共
同
体
の
拾
頭
と
い
う
結
果
を
産

み
田
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
所
謂
申
世
封
建
制
の
事
実
上
の
誕

生
を
見
届
け
》
つ
づ
0
と
思
・
り
Q
か
く
て
領
主
制
は
レ
；
エ
ン
契
約
を
…
殊

介
契
機
と
し
て
、
旧
来
の
家
父
長
的
家
共
同
体
を
発
展
的
に
解
消
せ

し
め
、
そ
れ
を
ば
土
地
共
同
体
に
再
編
成
す
る
。
そ
れ
故
、
土
地
共

岡
体
は
、
家
共
同
体
が
本
来
的
に
具
有
し
て
い
た
共
同
の
契
機
を

ば
、
自
己
の
申
に
発
展
的
に
包
摂
す
る
。
そ
の
結
晶
が
他
な
ら
ぬ
慣

習
権
ぞ
あ
る
。
ま
こ
と
に
慣
習
権
の
裡
に
こ
そ
、
土
地
共
同
体
の
歴

突
的
性
絡
を
解
明
す
る
最
奥
の
鍵
が
ひ
そ
ん
で
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ

梅
灘
昇
「
竃
人
勅
諭
の
成
立
と
蓉
周
の
留
法
箪
案
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
誌
三
八
ノ
三
羨
載
）
正
誤
表

頁
段
　
行
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ノ、
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　　　ノ、II
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八・七
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然
シ

　
　
　
〔
ニ
カ
〕

　
（
例
文
一
三
リ

採
納
シ
タ
者

隆
運
真
ス
ル

瑚
紙

ん
ヲ
入
ル

其
簿
冊

送
付
ス
。

水
蕩

第
四
遣
外
閣
公
使

外
宮
）
．
吏

ノ
検
ヲ

三
＋
戴

　
　
2

㎝
然
訟
、

　
〔
例
勇
者

痴
納
シ
タ
劣

…
其
帰
瀞
ス
ル

…
羅
入
ル
〉
短
話
鷹
あ
藷
藍

…
其
簿
冊

「
送
付
ス

・
水
酷

第
四
号
外
国
公
使

．
外
）
絶
粒

ノ
権
ヲ
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主
と
す
る
日
本
に
は
、
二
圃
制
や
三
園
制
が
行
わ
れ
ず
、
反
対
に
二

毛
作
・
三
毛
作
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
等
の
具
体
的
差
異
は
両

者
の
農
業
経
営
の
地
理
的
差
異
に
帰
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
私
は
「
惣
村
」
を
日
本
に
お
け
る
封
建
的
村
落

共
同
体
と
規
定
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
な
い
。
し
か
し
「
惣
村
」
は
村

落
共
同
休
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
室
町
末
期
の
「
曝
気
」
の
衰
潮
は
、

村
落
共
同
体
が
「
惣
」
と
い
う
形
で
は
維
持
さ
れ
難
く
な
っ
て
き
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
村
落
共
同
体
そ
の
も
の
の
崩
壊
を
示
す

も
の
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
以
上
私
は
惣
を
御
庄
と
惣
村
と
に
区
分
し
、
惣
村
を
中
心
と
し
て

そ
の
形
成
。
機
能
・
構
造
を
考
え
、
更
に
変
容
。
衰
退
ま
で
の
展
開

を
一
応
跡
づ
け
た
つ
も
り
で
あ
る
。
或
い
は
惣
の
も
つ
二
面
性
一

即
ち
支
配
機
能
の
末
端
組
織
と
し
て
の
一
面
と
、
支
配
す
る
抵
抗
組

織
と
し
て
の
一
面
の
う
ち
、
前
者
が
殊
更
浮
彫
り
さ
れ
た
憾
み
が
な

く
は
な
い
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
私
の
本
意
で
は
な
い
が
、
紙
幅
も
す

で
に
尽
き
た
の
で
今
は
暫
く
欄
筆
し
、
　
「
惣
村
」
の
衰
退
時
期
か
ら

田
屋
体
制
の
成
立
へ
の
時
代
を
中
心
と
し
た
考
察
は
、
稿
を
改
め
て

論
じ
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
五
年
三
月
下
、
八
月
改
稿
）

本
稿
の
伶
戌
に
当
っ
て
は
、
多
分
に
赤
松
俊
秀
教
授
の
御
教
派
に
あ
ず
か

っ
た
。
特
に
附
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

①
郡
中
惣
に
つ
い
て
は
、
牧
野
信
之
助
氏
「
申
世
嶋
三
期
…
に
お
け
る
村
落
い
結

含
」
に
多
く
の
事
例
を
あ
げ
》
て
い
る
。

②
　
「
郷
村
制
慶
と
検
地
」
　
（
揖
本
史
研
究
　
九
号
）
、
　
「
封
建
飼
確
立
期

　
の
一
村
鼎
浴
と
雌
醤
恥
の
励
が
向
」
　
（
滋
賀
県
立
短
期
大
学
雄
誌
三
号
）
、
「
太
閣
…
給
ハ

地
と
家
族
穂
成
i
揖
本
封
建
制
の
確
立
．
1
」
　
（
ヒ
ス
ト
リ
ア
八
。
九
・
一

〇
・
＝
号
）

③
八
木
哲
浩
氏
「
近
時
の
太
闇
検
地
論
に
つ
い
て
」
　
（
近
世
皮
研
究
一
〇

号
）
は
、
筆
者
の
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
と
は
大
分
隔
η
が
あ
り
、
又
近
刊

さ
れ
る
と
い
う
氏
の
著
書
を
侯
た
ね
ば
軽
々
に
批
判
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
が
、
太
閤
倫
一
轍
諜
帯
評
価
門
の
提
齋
殿
そ
の
も
の
に
は
M
共
議
が
な
い
。

史
学
研
究
会
例
会

十
二
月
三
日
（
土
）
午
後
一
時
・
京
大
楽
友
会
館

中
国
戦
国
時
代
に
関
す
る
最
近
の
考
古
資
料
　
金
　
関

銀
差
成
立
の
過
程
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
岩
　
見

　
　
　
一
明
代
役
法
の
一
研
究
ー

ミ
ノ
ア
文
字
の
解
読
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
村
田

宏恕

数
之
亮
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南翰鮮土難文化の考古學的考察（有光）

⑭
「
権
本
亀
次
郎
荊
詫
⑬

⑮
「
南
朝
鮮
に
於
け
る
漢
代
の
遣
跡
」
朝
鮮
総
督
府
大
正
十
一
年
度
古
蹟

　
調
査
報
告
・

⑩
朝
鮮
総
督
府
昭
和
七
年
度
古
蹟
調
査
報
告
第
二
冊

⑰
　
　
朝
鮮
無
櫛
督
府
大
π
山
十
二
年
度
古
蹟
噸
嗣
査
報
班
隣
第
「
一
冊
　
　
圓
版
山
ハ
ゐ
ハ
及
一
ひ

　
五
九
頁

⑳
　
史
林
　
第
二
八
巻
蝋
暑

⑳
斎
藤
忠
朝
鮮
総
督
府
昭
和
九
年
度
古
蹟
調
査
報
告
第
一
栂

⑳
朝
鮮
古
蹟
研
究
会
昭
和
＋
三
年
匪
古
蹟
講
査
報
告

⑳
　
金
元
龍
「
慶
州
九
政
里
顯
土
金
石
併
用
時
代
遺
物
に
就
い
て
」
歴
史
学

　
報
　
第
一
輯
（
釜
山
）

⑭
　
浜
田
耕
作
・
梅
原
末
治
「
金
海
貝
塚
発
掘
調
査
報
告
」
　
（
朝
鮮
総
督
府

　
古
蹟
調
査
報
告
第
一
冊
）

⑳
　
小
泉
・
梅
原
・
藤
岡
　
朝
鮮
総
督
府
古
蹟
調
査
報
告
第
一
冊

⑳
　
有
光
教
一
　
「
石
器
時
代
の
大
邸
」
　
（
・
同
工
府
史
）

⑳
　
三
上
次
男
「
朝
鮮
に
お
け
る
支
贋
墓
の
在
η
方
に
つ
い
て
」
史
学
雑
誌

　
簸
曙
点
ハ
山
一
二
鱗
郡
第
閃
［
号

末杉有天水石田愛三

同
志
祉
大
壷
教
授

東
北
大
学
助
教
授

京
都
大
学
講
師

　　　　　．．vtt
　　　t　．　．tt．t　　t　t　t　　．　t　t　．　vtv

京
都
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生

大
阪
備
立
大
学
助
教
授

野
市
妾
学
教
授
　
　
　
一

京
都
大
学
助
羨
　
　
　
㎜

汎
愛
高
校
教
諭
　
　
　
　
　
｝

京
都
大
学
助
手

ユ71　（607）


